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研究成果の概要（和文）：英語句動詞に関する英語話者への調査結果を基に、動画と音声によって基本義からの意味拡
張を理解させる教材を作成し、実践授業を実施した。まず、英語母語話者に英文容認度チェックを行い、容認された例
文をテキストに使用した。英語句動詞の基本的な意味を、動画と音声で学生に提示し、その拡張した抽象的な意味を宿
題プリントで類推させることで、内在化を図った。結果を従来型の授業を行う統制群と比較し有意差を示した。学習者
のレベル別比較も行い、宿題プリントのエラー分析も実施した。結果をスペイン、カナダ、イタリアの国際学会で発表
して好評を博した。現在は出版に向けて調整を進めている。

研究成果の概要（英文）：We have conducted empirical classroom research on English phrasal verbs, based on 
Cognitive Linguistics theories.  First, we asked native speakers of English to judge English sentences.  T
hen, with those approved sentences, we have developed an original teaching material for English phrasal ve
rbs, using audio-visual aids.  In order to prove the effectiveness of our lessons, we have divided our stu
dents into two groups: a control and an experimental group before conducting empirical classroom lessons. 
 We have analyzed the results statistically and presented them at several international conferences.  Curr
ently, we are consulting with several publishers on a teaching material focusing on English phrasal verbs.
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１．研究開始当初の背景 
 
   英語句動詞は汎用性が広いが、その分、
意味に多義性があり学習困難とされてい
る。加えて英語句動詞に焦点を当てた学習
者向け教材は少ない。映像世代と言われる
日本人大学生が楽しみながら、きちんと本
質が理解できる英語句動詞の教材が必要
であると考えた。 

 
  認知言語学では、形が同じであれば意味
に関連性があると考え、英語前置詞をはじ
めとした多義語の分析を、語の中心義をイ
メージしたイメージ図を用いて視覚的に
行っている(Lakoff 1987 等)。英語句動詞
についても Susan Lindnerが’out’と’up’を
含む句動詞の分析を認知言語学の視点か
ら行っており(Lindner 1980)、授業での実
践は Ruzka-Osten がポーランド人英語学
習者向けに実施した。 

 
    高橋は平成２０年から句動詞の研究を
開始し、パイロットスタデイーとして東京
純心女子大学の学生に授業内でモデル授
業を実施した。これは、認知言語学的アプ
ローチを用いてイメージ図から句動詞の
基本的な意味と、その意味拡張を気付かせ
て学ばせるという画期的なものであった。
その後、高千穂大学の松谷教授と、静止画
ではなく動画を開発し、また、学生が自宅
で復習できる JavaScript を用いた自主教
材も開発し、平成２１年に韓国、平成２２
年にシンガポールの学会で発表していた。 

 
Lakoff, G.(1987.) Women, Fire, and 

Dangerous Things, Chicago and London:  
The University of Chicago Press 

Lindner, J. Susan (1983.)  A 
Lexico-Semantic Analysis of English 
Verb Particle Constructions With OUT 
and UP, Indiana University Linguistics 
Club. 

 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、メタファーによる基本義から
の意味拡大を唱える認知意味論の理論を
英語句動詞習得に応用し、映像を用いた英
語句動詞の授業、及び自主学習としての視
聴覚ソフトが、英語に対する学習者の動機
づけとなることを明らかにする。また、コ
ーパスデータと英語母語話者への文法容
認度アンケートを通じて、新たな視点から
英語句動詞の分析を行い、日本人英語学習
者にとって、楽しく学習しやすい教材を開
発することを目的とする。 

 
 

３．研究の方法 

(1)平成２３年度（データ集積） 
  まず、コーパスデータ(COCA)から動詞を
タイプ別に分類し、13 名の英語母語話者に
文法容認度を依頼して不自然でない文で
あることを確認した。次に容認度が確認さ
れた文を用いて英語句動詞の教材を作成
した。９月には、高橋の指導教授であり認
知言語学の専門家である米国ジョージタ
ウン大学のアンドレア・タイラー教授から
直接アドバイスを受け、実践授業のための
テキスト作成を進めた。 
 
(2)平成２４年度（実践授業の実施） 
平成２３年後期から準備を行っていた
教材作成を授業で実践した。平成２２年に
シンガポールの学会で発表した際、参加者
から、学習者のレベルが中級に偏っていた
ことが指摘された為、研究計画を修正し、
学習者のレベルが分かれるように対象者
の選別を工夫した。また、前回は動画だけ
であったが、音声も加えることにした。 
平成２４年４月から７月にかけて東京
純心女子大学と高千穂大学の４７名の日
本人大学生対象に授業を実施した。４７名
を実験群２４名と統制群２３名に分け、週
１回、総合英語の授業で最初の３０分を句
動詞の授業に費やした。具体的な順序は以
下のとおり。 
 
①TOEIC Part5 の英文法力を測る問題を
全員に実施し、実験群と統制群で英語力の
差が無いようにした。また、初級・中級・
上級のレベルに分かれるように工夫した。 
 
②全員に同じ英語句動詞のテスト（in 
out 以外のものも含んだもの）を実施した。 
 
③in outと、基本的な動詞である go, come, 

take, bring, break, putを組み合わせた英語句
動詞の授業を実施した。統制群は、英文読
解の中に句動詞が入ったものをテキスト
とし、実験群は、基本義の説明を行った。 

 
④最終日に英語句動詞のテストを実施
した。句動詞が含まれている文は最初のテ
ストとは異なるが、扱う句動詞は同じもの
とした。 

 
⑤最初のテストと最終日のテストから、

in out を含んだ句動詞だけを抜き出し、そ
の差を統計的に検証した。結果は以下のと
おり。 
   a. 実験群と統制群のポストテスト―
プレテストを比較し、tテストにかけた
結果、1.86で有意差が証明された。 

    
b. ポストテスト―プレテストを学習
者の英語能力別に比較したところ、初
級レベルと上級レベルの学習者に、よ
り効果があることが解った。 



 初 級 中 級 上 級 
実験群 4.833 3.067 5.333 
統制群 1.889 1.000 1.667 
 
実験群で用いた映像と音声が初級学習者の
興味を喚起し、英語学習への動機づけとなっ
たためと考えられる。一方、基本義からの意
味拡張の作業が、上級学習者の分析的な興味
を引き起こしたことに起因すると思われる。 
 
  ⑥毎回学生に課していた宿題プリント
から、エラー分析も行った。エラーの種類と
しては、a.動詞に起因するもの。b.不変化詞に
起因するもの。c. 他の句動詞と混同したもの。 
に分類された。動詞については、自動詞と他
動詞の区別がついていない学習者が多く見
られた。これは、平成 26 年度からの科学研
究費助成事業で対応したい。また、動詞と不
変化詞で作られる句動詞の全体としてのイ
メージが定着しきれていない面を強化する
方向で、テキスト作成に取り掛かることとし
た。平成２５年３月にはスペインのバレンシ
アで行われた INTED 2013 で今回の実験結果
を発表し、映像テキストの分かり易さに多く
の関心を得た。 
 
(3) 平成２５年度 
（海外での発表及びテキスト作成） 
第二回実践授業の結果を様々な国際学 
会で発表した。６月には国際認知言語学会
第 12 回大会(ICLC-12)で、１１月にはイタ
リア、フィレンチェで ICT for Language 
Learning 第６回大会に参加して発表を行
った。平成２６年３月には、アメリカから
英文原稿作成者を日本へ招聘し、研究協力
者である高千穂大学の松谷教授と共に、英
語句動詞のテキスト原稿を完成させた。 
 
現在、完成させたテキスト原稿を基に、出版
社と打ち合わせを行っている。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の意義・重要性として２点あげられ
る。 
 
(1)英語句動詞に関する論文や著書は増えて
いるが、動画と音声を用いた教材は珍しく、
実践授業の結果でも、その効果が検証された。
研究発表の場においても、世界中の研究者か
ら好意的なフィードバックを得た。このこと
からも、本研究の信頼性と意義が実証された。 
 
(2)学生から「楽しい」との感想が多く出た
ため、学習者の動機づけという点でも有効性
が証明された。特に、英語を苦手としている
学生が楽しく積極的に学ぶ姿が印象的であ
った。 
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